
2025年12⽉期第3四半期



ハイライト

業績
トップラインと利益が
市場成⻑と共に順調に拡⼤
取扱⾼

50.9億円

YonY 

　+22.6%
営業利益

122百万円

YonY 

　+53.9%

通期業績予想に対し想定通りの進捗
全社総取扱⾼:
通期業績予想75億円に対して

進捗率67%

当期利益:
通期業績予想2.0億円に対して

進捗率57%

KPI 
利⽤スペース数が

順調に成⻑し3Q過去最⾼
利⽤スペース数前年同期⽐

+15.3%
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決 算 の 報 告



        決算のサマリ
3Q会計期間において、全社総取扱⾼はYonY+25.9％と引き続き顕著に成⻑しております。
3Qも幅広い⽤途のスペースが使われたことによりマーケットプレイスGMVは2Qに引き続きYonY+15%を超える成⻑率となりました。売上⾼においては、
Spscepad及びグループ会社の成⻑とともに、YonY30%を超える成⻑となっております。営業利益は会計期間、累計期間共に黒字化しており順調に伸⻑しており
ます。
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2025.3Q 会計期間

全社総取扱⾼ 1,859 百万円 YonY +25.9% 

マーケットプレイス
GMV 1,567 百万円 YonY +15.4% 

マーケットプレイス
利⽤スペース数合計 33 千SP YonY +14.2% 

売上⾼ 655 百万円 YonY +34.3% 

営業利益 46 百万円 YonY

従業員数 74 名 前年 67名 

1⼈あたり取扱⾼ 24 百万円 YonY +14.1% 

2025.3Q 累計期間

全社総取扱⾼ 5,099 百万円 YonY +22.6% 

マーケットプレイス
GMV 4,451 百万円 YonY +14.8% 

マーケットプレイス
利⽤スペース数合計 96 千SP YonY +15.3% 

売上⾼ 1,763 百万円 YonY +30.0% 

営業利益 122 百万円

従業員数 74 名 前年 67名 

1⼈あたり取扱⾼ 73 百万円 YonY +11.2% 

▲26.8%  YonY +53.9% 



        全社総取扱⾼と営業損益の推移（通期）
引き続き外部環境の成⻑は継続しており、M＆Aの効果もあり想定通りの取扱高となっております 。
また、営業利益は継続した営業黒字化しており、年間においても取扱⾼及び営業利益の増収増益の事業運営に取り組んでまいります。
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全社総取扱⾼
営業損益

（百万円）
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YonY 

+25.9% 
全社総取扱⾼
営業損益

（百万円）

        全社総取扱⾼と営業損益の推移（四半期）
3Q会計期間においてYonY25.9%と⾼い成⻑を引き続き継続できております。
営業利益については、適切なコストコントロールにより、営業黒字となっております。  



マーケットプレイスの主要KPIの推移（通期）
利⽤スペース数は前年同期⽐で15.3％増加し、引き続き拡⼤しております。また、スペースの利⽤⽤途においてはパーティースペース、会議室、撮影スペー
スに加えて、レンタルジム、レンタルキッチン、レンタルスタジオなど体験を伴う⽤途のスペースが増加しております。⼀⽅で、⽉間GMV/SPは前年同期⽐
で0.4％減少しておりますが、下落幅は昨年度と⽐べて縮⼩しております。 主

要
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+15.3% 

YonY 

YonY 
▲0.4% 

YonY 
+14.8% 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ト ピ ッ ク ス



レンタルスペースの利⽤シーン拡⼤が市場成⻑を牽引
● 近年レンタルスペースの利⽤⽤途が多様化しており、利⽤シーンの拡⼤が市場成⻑を牽引しています。
● レンタルスペースの役割が変化しておきており、⼈々の体験や時間の過ごし⽅を⽀えるインフラへと役割が広がっています。
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公共施設予約管理システム「Spacepad」の導⼊⾃治体数の加速
● 2025年10⽉末現在でSpacepadの導⼊⾃治体数が35⾃治体を突破しました。
● 施設管理ニーズに応えた機能のカスタマイズによって多くの⾃治体から⾼く評価され導⼊が加速しています。
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35エリア 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財 務 の 詳 細



業績予想に対する進捗
2025年12⽉期3Qにおける当社グループの業績は、主⼒であるマーケットプレイス事業が引き続き成⻑し、さらにM＆Aの効果も寄与したことで全体として堅
調に進捗しております。また、ボトムラインはコストコントロールが奏功し、順調に進捗しております。引き続き、通期業績予想の達成に向け、事業の成⻑
と収益性の両⾯で、着実な事業運営を進めてまいります。 財
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（百万円）

2025年度
通期業績予想 2025.3Q 実績

2025年度
通期業績予想に

対する進捗

(参考) 
2024年度通期業績
に対する業績進捗

(参考) 
2023年度通期業績
に対する業績進捗

 全社総取扱⾼ 7,546  5,099  67.6%  73.3%  75.4% 

  内、GMV 6,846  4,451  65.0%  73.2%  77.8% 

 売上⾼ 2,570  1,763  68.6%  75.1%  76.8% 

 営業損益 226  122  54.0%  46.7%  301.1% 

 純損益 205  116  56.9%  63.0%  191.3% 



固変分解によるPL構造のご説明
事業構造は引き続き、全社総取扱⾼が増加することで限界利益も増加する事業運営を⾏っております。
2025.3Qの各指標は下記の通りであり、運営⽅針通りに事業運営できております。限界利益の増加範囲内で固定費をコントロールしたことで営業利益が増加
しております。 財

務
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M＆Aによるのれん償却費、物件減価償
却費の増加  

売上高比率  
取扱高に対して 36.0% 
YonY+1.6% 

変動費率  
取扱高に対して 15.2% 
YonYで1.6%増加となっているが、想定範
囲内での成長投資を行っている  

限界利益率  
取扱高に対して 20.8% 
売上高に対して 57.6% 
想定通りの水準で進捗  

（百万円）

固変分解PL 2024-3Q  2025-3Q  YonY 

 全社総取扱⾼ 4,157  5,099  +22.6% 

内、GMV 3,877  4,451  +14.8% 

 売上⾼ ※ポイント‧クーポン控除前 1,431  1,837  +28.3% 

内、プラットフォームの純売上⾼
※ポイント‧クーポン控除前 1,111  1,253  +12.8% 

 変動費 563  778  +38.3% 

 限界利益 868  1,058  +21.8% 

 固定費 789  936  +18.6% 

⼈件費 409  486  +18.7% 

外注費‧消耗品費‧家賃等のコスト 308  347  +12.4% 

償却費‧株式報酬費⽤等の⾮資⾦項⽬ 70  102  +45.3% 

 営業利益 79  122  53.9% 



取扱⾼‧売上⾼‧限界利益‧固定費の四半期推移
取扱⾼に対する売上⾼⽐率は安定的に推移しており、収益構造の健全性を維持しております。加えて、取扱⾼の増加に伴い限界利益も順調に増加しておりま
す。また、2Q以降においてはM＆Aにより固定費が増加しておりますが⼀過性の費⽤が含まれております。引き続き、グループ内での費⽤効率化、オペレー
ションの最適化により、利益体質な事業運営を実現してまいります。 財

務
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全社総取扱⾼
会計売上⾼※

（百万円）
取扱⾼に対する売上⽐率

限界利益
固定費※

（百万円）

※ポイント‧クーポン控除前 ※売上⾼（ポイント‧クーポン控除前）は当社の管理会計数値 ※斜線部分はM&Aによる固定費追加分

341
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176百万円  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前提となる社会背景
● 情報処理端末の普及により、場所を問わずインターネット接続が可能な環境となりコロナをきっかけにテレワーク等の多様な働き⽅が普及してき
  ました。また、それに伴ってライフスタイルの変化も⾒られる様になりました。
● 継続的に⼈⼝減少が進むと共にモノや場所が過剰な状態となり、「空き家問題」等の対策が話題になっています。
● 空き家数が継続して増加しており場所の有効活⽤の重要性が増してきました。
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スペースマーケットが向き合っているテーマ
スペースマーケットは場所における社会課題解決に取り組んでいます。
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マーケットプレイスの概要
スペースを借りたい「ゲスト」と、スペースを貸したい「ホスト」をマッチング。双⽅から⼿数料をいただきます。
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レンタルスペーストータルプロデュースの概要
⾃分の持つ不動産の収益化を⾏いたい物件オーナーに向けて、シェアスペースの運営サポートを⾏っています。

347件 
※1 

875件 

(※1)2025年11⽉時点の実績になります。

運営代⾏スペース数

運営代⾏スペース数
※1 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スペースシェアの市場規模
スペースシェアの市場は、中⻑期で約2.7兆円規模と試算しています。
当社は、スペースシェアのリーディングカンパニーとして、この市場でトップシェアを獲得していきたいと考えています。



Financial Results 2025 09 

26 

Appendix 

業界トップのスペースシェアノウハウ
スペースマーケットは⽇本国内のスペースシェアのリーディングカンパニーとして、スペースシェアという新しい⽂化を⼀から創造してきました。
そのため、創業以来蓄積してきたスペースシェア事業に関するノウハウの量は業界トップです。
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同じ課題を持つ仲間との連携･共創
スペースシェアの⽂化を広げるため、創業時からホスト･ゲスト･⾃治体･⼤⼿企業等とともに、同じ課題を持つ仲間として連携･共創を⾏ってきました。
当社の⼒だけでなく、仲間たちを起点とした価値創出によっても成⻑が期待できます。
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幅広い⾓度からの成⻑可能性
「業界有数の掲載数」×「多様な利⽤⽤途」により⽣まれる新しい体験やニーズは無限⼤で、ジャンルを問いません。
その体験やニーズの中から成⻑可能性のある分野を⾒つけることで、幅広い⾓度から成⻑を加速させることができます。
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Spacepadの概要
公共施設管理の課題をデジタルで解決する、クラウド型の施設予約管理システムです。公共施設利⽤をより⾝近なものにすることで、⾃治体DXと地域活性化を
実現し、スペースシェアの⽂化創造と拡⼤に貢献しています。

導⼊⾃治体

35件
2025年11⽉時点
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Spacepadの対応施設例
公⺠館や地区センターの会議室‧体育館などのスポーツ施設‧研修室‧野球場‧バーベキュー場など多くの施設でご利⽤いただくことができます。
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Spacepadの導⼊事例
これまでに下記の⾃治体、指定管理者に導⼊いただいており、今後も拡⼤予定です。
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貸借対照表
2024年末に⽐べて、2025年に実施したM&Aの影響により、当社の貸借対照表は各指標で⼤幅に増加しました。特に資産の部では、取得企業の事業シナジーを反
映した「のれん」が⼤きく積み上がり、成⻑基盤の拡⼤を⽰しています。これにより、当社グループは財務規模を拡⼤するとともに、中⻑期的な収益⼒強化に向
けた体制を⼀層強化しました。

自己資本比率 27.2%  
2024年 期末  連結

自己資本比率 25.8%  
2025年 3Q 連結

流動資産 
2,138  

現金預金 
911 

固定資産  380 

のれん 
75 

流動負債 
1,683  

固定負債 
72 

純資産 
762 

（百万円）

（百万円）

現金預金 
1,158  流動負債 

1,522  

流動資産 
2,323  

固定資産  864 
純資産 
903 

（百万円）

のれん 
429 

固定負債 
762 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おもなリスクとその対応（1/2）
当社事業に関するおもなリスクは下記の通りです。リスクに対しては、記載の通り対応いたします。
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おもなリスクとその対応（2/2）
当社事業に関するおもなリスクは下記の通りです。リスクに対しては、記載の通り対応いたします。






